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り
。
官
樫
氏
の
代
陀
久
保
橋
の

mk略
本
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
し
と
一
耳

ふ
。
と
記
紋
す
。
如
何
程
る
体
設
怠
る
か
追
考
す
ぺ
し
。

O
泉
野
調
練
場
跡

場
付
の
小
池
小
者
に
抱
え
ら
れ
、
小
屋
帯
主
勤
め
た
り
と
ぞ
。
然
る

K
底
務
後
調
練
の
事
止
み
た
る
に
よ
り
.
明
治
七
年
八
月
金
部
区
長

よ
り
貧
民
授
産
の
矯
め
.
御
銚
下
げ
の
俄
を
出
願
し
、
内
務
省
へ
上

此
の
一
町
は
.
北
新
町
の
以
南
に
て
‘
有
松
村
の
村
地
な
る
を
相
針

O 
有

t.a 

町

声
中
町
の
後
ロ
町
在
り
。
訓
練
場
は
否
確
士
の
軍
列
調
紋
の
篤
め
K
設

け
ら
れ
た
り
。
差
し
奮
務
に
は
園
初
以
来
、

時
同
士
軍
粧
軍
備
の
調
絞

と
い
ム
都
な
か
り
し
か
ど
‘
十
三
世
椛
中
納
言
済
非
常
卿
の
時
、
外
周

船
渡
来
の
事
件
あ
り
し
に
依
つ

t
、
円
前
永
五
年
の
秋
頃
よ
り
地
所

平
均
陀
取
掛
り
、
忍
六
年
秋
ま
で
に
務
成
す
。
共
の
地
域
縮
百
関
長

二
百
間
に
て
、
周
聞
陀
土
居
を
築
き
た
り
。
故
陀
土
居
の
内
は
版
丸

十
間
長
百
八
十
問
許
た
り
と
云
ム
。
越
中
図
磁
波
郡
高
瀬
村
八
助
と

申
し
‘
鍬
下
げ
に
相
成
り
、
今
茶
畑
と
す
。

開
制
地
に
な
し
‘
町
家
を
建
て
た
り
。
高
潔
忠
耐
酬
の
年
代
摘
要
花
、
平

保
十
二
年
九
月
来
村
有
松
村
町
制
刷
新
療
関
之
泊
家
述
。
と
あ
り
て
、

此
の
時
よ
り
町
出
臨
時
叫
に
成
り
た
り
。

Mm
る
を
文
政
四
年
二
月
金
部
町

港
行
の
支
配
地
と
成
り
、
一初て
町
名
を
ば
有
松
町
と
秘
す
o
然
れ
ど

云
ム
も
の
、
銀
三
十
貧
困
の
側
負
陀
て
命
ぜ
ら
る
。
と
い
へ
り
。
或

は
回
〈
‘
此
の
地
は
昔
池
の
左
衛
門
と
い
ふ
人
の
舘
跡
な
る
よ
し・

も
も
と
相
針
的
地
の
郡
地
な
り
し
ゅ
ゑ
花
、
地
子
米
代
銀
を
有
松
村

へ
約
め
来
る
成
、
明
治
十
二
年
金
棒
市
中
部
地
の
ク
所
主
一
般
に
悉

土
人
云
ひ
体
へ
た
り
。
共
の
地
所
は
泉
村
の
地
内
な
り
し
か
ど
、
土

地
悪
し
く
‘
下
免
の
地
怠
る
に
依
っ
て
、
古
よ
り
柿
木
島
と
た
し
、

く
町
地
へ
腐
せ
ら
れ
た
り
。

木
の
廻
り
を
僅
に
畑
陀
閥
昔
、
蒜
・
綿
瓜
た
ど
植
ゑ
来
れ
り
と
。
一
設

O
木
姑
神
社
前
建
石

此
の
紳
石
は
、
有
松
町
木
紡
祉
の
入
口

K
建
て
、
大
衆
寺
へ
の
道
案

内
の
碑
な
り
。
砕
石
に
貧
武
四
年
林
鐙
日
藤
氏
大
桑
光
士
固
と
彫
刻

す
。
組
足
紀
に
云
ム
。
大
衆
寺
池
管
あ
り
し
元
総
の
頃
は
、
野
々
市

よ
り
此
の
道
へ
入
り
、
是
よ
り
悶
光
寺
村
寺
地
村
の
地
内
を
経
て
、

に
は
、
佐
古
作
食
磁
あ
り
し
跡
陀
て
・
先
々
よ
り
=
一
右
衛
門
奥
兵
衛

と
い
へ
る
百
姓
‘
雨
入
此
の
地
に
居
位
し
、
島
地
陀
な
し
‘

漸
〈
活

討
を
立
て
居
た
り
。
依
っ
て
訓
練
場
と
成
り
け
る
時
、
雨
入
共
劉
練
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